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国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
は
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
国
民
健

康
保
険
税
（
以
下
、
国
保
税
）
な
ど
を
財
源

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

※
国
保
税
は
、
基
礎
分
（
医
療
給
付
分
）、
後

　

期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分
（
40

　
〜
64
歳
の
加
入
者
の
み
）の
合
算
額
で
す
。

　

市
は
、
国
保
税
の
税
率
及
び
課
税
限
度
額

を
、
平
成
23
年
度
の
改
正
後
、
3
年
間
据
え

置
い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
財
政
運
営
の

健
全
化
を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
、

税
率
及
び
課
税
限
度
額
を
改
正
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
（
下
表
参
照
）。

※
1
世
帯
当
た
り
の
年
額
保
険
税
は
、
所
得

　

割
額
、
資
産
割
額
、
均
等
割
額
、
平
等
割

　

額
の
4
つ
の
計
算
方
法
を
合
算
し
て
決
ま

　

り
ま
す
。

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

★
平
成
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

　
通
知
書
は
、
7
月
に
発
送
し
ま
す
。
届
い

　
た
ら
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

0

120

140

160

180

H25
見込

H24H23H22H21
（年度）

179
172172166

161

0

22

24

26

28
（億円）（万円）

25.3
24.023.7

22.7
22.0

一人当たりの医療給付額

0

8

10

12

H25
見込

H24H23 （年度）

11.5

8.38.1

（億円）

平成26年度から

国民健康保険税の税率など
　　　　　　　　が変わります！

国
民
健
康
保
険
税
と
は
？

財
政
運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す

　
国
保
は
、
国
保
税
の
ほ
か
、
国
・
県
の
負

担
金
や
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を

財
源
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
技
術
の
高

度
化
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
医
療

費
な
ど
が
年
々
増
加
し
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
金
額
以
上
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
率
な
ど
を
見
直
し
ま
す

保険証

〈医療給付総額の推移〉

〈法定外繰入金の推移〉

　国民健康保険は、皆さんが病気や怪我をしたときに、安心して医療
機関にかかることができるよう、お互いに助け合う医療保険制度です。
　今回は、税率の変更や医療費の負担軽減の方法などについてお知ら
せします。

所得割率 資産割率 均等割額 平等割額 課税限度額
加入者の前年所得から
計算した基準総所得金
額（※）に乗じる税率

加入者の当年度固定
資産税額（土地、建
物）に乗じる税率

加入者 1人当たりの
税額

加入世帯 1世帯当た
りの税額

所得割額、資産割額、
均等割額、平等割額
の合計金額の限度額

基礎分（医療給付分） 4.5％→5.0％ 22％→15％  1万9,500円
→ 2万3,400円

 1万5,000円
→ 1万5,600円 50万円→51万円

後期高齢者支援金分 2.1％→2.2％ 8％→廃止 　　　9,000円
　　→9,600円

　　　6,000円
　　（変更なし） 13万円→14万円

介護納付金分 1.3％→1.7％ －  1万2,600円
→ 1万3,200円 － 10万円→12万円

※基準総所得金額とは、前年の総所得金額などから基礎控除額33万円を差し引いた金額です。

国民健康保険税の税率などの変更内容
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低
所
得
者
へ
の
国
保
税
の
負
担
を
減
ら
す

た
め
、
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
の
国
保
加
入

者
（
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
を
含
む
）
の
所

得
の
合
計
額
が
一
定
金
額
以
下
の
場
合
、
そ

の
世
帯
の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
の
7
割
、

5
割
ま
た
は
2
割
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
国
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
5
割
と
2
割
の
軽
減
対
象
に
な
る
所
得

基
準
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
軽
減
対
象

世
帯
が
拡
充
さ
れ
ま
す
（
左
表
参
照
）。

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は
、
後
期
高
齢

　

者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
っ
た
こ
と
で
国

　

保
資
格
を
失
っ
た
人
で
、
引
き
続
き
同
一

　

世
帯
に
属
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

　
と
は
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
（
先

発
医
薬
品
）
の
特
許
期
間
が
過
ぎ
た
後
、

同
じ
有
効
成
分
・
用
法
用
量
で
、
同
等
の

効
果
を
持
つ
こ
と
を
国
か
ら
認
め
ら
れ
た

薬
の
こ
と
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
ぶ
こ
と
で
、

被
保
険
者
と
保
険
者
（
富
士
市
）、
そ
れ

ぞ
れ
の
医
療
費
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
方
法

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
26
年
4
月
2
日
以
降
に
70
歳
の
誕
生

　
日
を
迎
え
る
人
（
誕
生
日
が
昭
和
19
年
4

　
月
2
日
以
降
の
人
）
は
、
70
歳
の
誕
生
月

　
の
翌
月
（
た
だ
し
、
各
月
1
日
が
誕
生
日

　
の
人
は
そ
の
月
）
か
ら
、
病
院
に
か
か
っ

　
た
と
き
の
窓
口
負
担
が
2
割
に
な
り
ま
す
。

※
高
齢
受
給
者
証
の
一
部
負
担
金
の
割
合
欄

　
に
、
2
割
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
誕
生
日
が
、
昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前
の

　
人
は
、
75
歳
に
な
る
ま
で
引
き
続
き
、
病

　
院
に
か
か
っ
た
と
き
の
窓
口
負
担
が
1
割

　
に
な
り
ま
す
。

※
高
齢
受
給
者
証
の
一
部
負
担
金
の
割
合
欄

　
に
、
2
割 （
特
例
措
置
に
よ
り
1
割
）
と

　
表
示
さ
れ
ま
す
。
　

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど

　
お
り
3
割
負
担
で
す
。

　
ふ
え
続
け
る
医
療
費
を
少
し
で
も
抑
制
し
、
被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
方

法
を
紹
介
し
ま
す
。
　

※

低
所
得
者
の
軽
減
制
度
の
拡
充

軽減対象になる所得基準額

※被保険者数には、特定同一世帯所属者を含む。

◆
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

今
、
使
用
し
て
い
る
薬
を
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
に
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
／
国
保
年
金
課
　
●
国
保
税
に
つ
い
て
　
賦
課
担
当
　
☎（
55
）2
7
5
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
や
特
定
健
診
、
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
給
付
担
当
　
☎（
55
）2
7
5
1

　

5（
51
）2
5
2
1

▼
特
定
健
診
受
診
券
が
届
き
ま
す

　

特
定
健
診
の
対
象
者
に
は
、
5
月
末
ま

で
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
受
診
券
を
利
用
す
る
と
、
病
院
で

1
万
円
く
ら
い
か
か
る
検
査
内
容
を
1
0

0
0
円
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
12

月
6
日
（
土
）
ま
で
使
え
ま
す
の
で
、
紛

失
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
特
定
健
診
を
受
け
る
時
間
や
費
用
が
も

　
っ
た
い
な
い
！

Ａ
何
ら
か
の
病
気
の
進
行
に
気
づ
け
ず
通

　
院
や
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
健

　
診
に
か
か
る
時
間
や
費
用
の
何
倍
も
の

　
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

※
健
診
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
、
「
広
報

　

ふ
じ
5
月
5
日
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま

　

す
の
で
、
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
を
少
な
い
負
担
で
受
け
ら

れ
ま
す
！

（高齢受給者証の記載例）
　
70
歳
に
な
る
と
、
病
院
に
か
か
っ

た
と
き
の
窓
口
負
担
が
変
わ
り
ま
す

軽減の割合 所得基準額

7割軽減 33万円以下（改正なし）

5割軽減
改正後 33万円+24.5万円

  ×被保険者数（世帯主を含む）

改正前 33万円+24.5万円
  ×被保険者数（世帯主を除く）

2割軽減
改正後 33万円+45万円×被保険者数

改正前 33万円+35万円×被保険者数
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を
活
用
し
ま
し
ょ
う

◆
防
災
マ
ッ
プ
、
津
波
避
難
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は　

　
防
災
危
機
管
理
課　

☎（
55
）2
7
1
5
　
5（
51
）2
0
4
0

◆
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
　

　

河
川
課　

☎（
55
）2
8
3
4
　
5（
51
）
0
3
6
0

災
害
危
険
箇
所（
ハ
ザ
ー
ド
）の
確
認
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
！

【防災マップ活用講座日程表】

富
士
市
防
災
マ
ッ
プ
の
特
徴

　

災
害
に
備
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
災
害

の
地
域
性
を
知
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

対
策
を
立
て
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
同
じ

震
度
7
の
地
震
で
も
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

新
潟
中
越
地
震
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
も
た
ら
さ
れ
た
被
害
が
異
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
配
布
す
る
富
士
市
防
災
マ
ッ
プ
は
、

富
士
市
で
想
定
さ
れ
る
災
害
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
を
掲
載

「
第
4
次
地
震
被
害
想
定
」で
公
表
さ
れ
た

地
震
・
津
波
は
、
発
生
頻
度
が
1
0
0
0
年

〜
数
千
年
に
一
度
と
極
め
て
低
い
も
の
の
、

発
生
す
る
と
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
「
最

大
ク
ラ
ス
」
の
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
い
わ

ゆ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
と
呼
ば
れ
、

今
回
配
布
す
る
富
士
市
防
災
マ
ッ
プ
は
、
こ

の
想
定
を
も
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豪
雨

災
害
・
富
士
山

噴
火
な
ど
、
富

士
市
で
起
こ
り

得
る
災
害
の
避

難
に
関
す
る
情

報
や
気
象
情
報

の
収
集
方
法
な

ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

家
族
や
地
域
で
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

正
し
い
「
災
害
イ
メ
ー
ジ
」
を
持
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
。
災
害
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
た
め
に
、

家
庭
や
地
域
の
自
主
防
災
組
織
で
、
富
士
市

防
災
マ
ッ
プ
を
囲
み
、
話
し
合
い
の
場
を
設

け
て
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
や
地
域
で
の
防
災
対
策
を
始
め
る

き
っ
か
け
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

と　

き
／
左
記
の
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
　

全
日
程
と
も
19
時
〜（
1
時
間
30
分
程
度
）

　

対　

象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

　

受
講
料
／
無
料

　

持
ち
物
／
富
士
市
防
災
マ
ッ
プ
、筆
記
用
具

　

申
し
込
み
／
当
日
直
接
会
場
へ

　

※
災
害
の
地
域
性
を
考
慮
し
て
講
座
の
内

　
　

容
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り

　
　

お
住
ま
い
の
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

　
　

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
車
で
の

　
　

来
場
は
で
き
る
限
り
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

防
災
マ
ッ
プ
活
用
講
座
を
開
催
！

「
津
波
避
難
マ
ッ
プ
」「
沼
川
・
小
潤
井
川

 

・
和
田
川
・
滝
川
・
赤
渕
川
・
江
尾
江
川

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
も
配
布
し
ま
す

同
時
期
に
、
対
象
地
区
に
は
災
害
別
の

詳
細
な
想
定
を
掲
載
し
た
マ
ッ
プ
を
配
布

し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

防
災
マ
ッ
プ

【南海トラフ巨大地震の震源域】従来の
東海・東南海・南海の 3 連動地震の想定
よりさらに広い震源域を想定しています

と き ところ（地区まち
 づくりセンター） 定 員

5
　
月

14日（水） 大淵   150人

15日（木）
吉永   120人
岩松     50人

16日（金） 田子浦   120人
19日（月） 富士北

各100人20日（火） 吉原

22日（木）
富士駅北     60人
岩松北

各100人
23日（金）

青葉台
元吉原   130人

26日（月）
須津   120人
富士南     80人

28日（水） 
神戸

各120人天間

29日（木）
今泉   135人
吉永北   100人

30日（金）
富士見台   150人
浮島     80人

6
　
月

 3 日（火） 富士駅南   100人

 4 日（水）
伝法

各120人丘
 5 日（木） 広見   100人
 6 日（金） 松野   120人
11日（水） 鷹岡

各100人18日（水）
原田
富士川

富
士
市

県
は
、
新
た
に「
第
4
次
地
震
被
害
想
定
」を
公
表
し

ま
し
た
。
市
で
は
、
そ
れ
に
伴
い
、
富
士
市
防
災
マ
ッ

プ
を
更
新
し
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
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胃
が
ん
の
検
診 

を
受
け
ま
し
ょ
う

早
期
発
見
の
た
め
に
！

　
問
い
合
わ
せ
　

　
健
康
対
策
課 

☎（
64
）8
9
9
2

　　
　
　
　
　

 

5（
64
）7
1
7
2

日
本
人
が
最
も
多
く
か
か
る
が
ん
で

あ
る
胃
が
ん
。
市
で
は
、
胃
が
ん
の
早

期
発
見
の
た
め
に
、
胃
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

対
象
の
皆
さ
ん
は
、
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

対
象
年
齢

※
今
年
度
中

　
に
そ
の
年

　
齢
に
な
る

　
人
。

35
・
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳

35
歳
以
上

36
・
41
・
46
・
51
・

56
・
61
・
66
・
71
歳

検
診
名

が
ん
ド
ッ
ク
検
診

胃
が
ん
検
診

※
が
ん
ド
ッ
ク
検
診
と
胃
が

　
ん
リ
ス
ク
検
診
を
受
診
し

　
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

検
診
方
法

胃
内
視
鏡
検
査

胃
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

血
液
検
査

胃
に
内
視
鏡
を
入
れ
て

直
接
観
察
す
る

※
胃
が
ん
の
ほ
か
、
肺
・

　
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
、

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査

　
を
セ
ッ
ト
で
受
診
。

バ
リ
ウ
ム
と
発
泡
剤
を

飲
み
、
エ
ッ
ク
ス
線
で

胃
の
形
や
粘
膜
を
観
察

す
る

血
液
で
、
ピ
ロ
リ
菌
の

有
無
と
、
胃
粘
膜
の
萎

縮
度
を
調
べ
、
胃
が
ん

発
生
の
危
険
度
を
調
べ

る

受
診
方
法

市
内
の
実
施
医
療
機
関

で
受
診

市
内
の
実
施
医
療
機
関

で
受
診

※
集
団
検
診
の
場
合
、

　
各
地
区
ま
ち
づ
く
り

　
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
来

　
る
検
診
車
内
で
受
診
。

市
内
の
実
施
医
療
機
関

で
受
診

受
診
料

3
0
0
0
〜
5
5
0
0
円

※
年
齢
・
性
別
に
よ
っ
て

　
異
な
り
ま
す
。

2
5
0
0
円（
集
団
検
診

は
1
0
0
0
円
）

1
0
0
0
円

対
象
年
齢
別
に
み
る
検
診
と
そ
の
受
診
方
法

対
象

　

富
士
市
民
で
、
該
当
す
る
年
齢

　

の
人
（
下
記
表
を
ご
ら
ん
く
だ

　

さ
い
）

検
診
期
間

　

5
月
〜
平
成
27
年
2
月

※
集
団
検
診
は
、5
〜
11
月
で
す
。

　
　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
と
は
？

　

ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
、
胃
粘
膜
の
萎
縮
が

進
む
と
胃
が
ん
が
で
き
や
す
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
は
、
2
種
類

の
血
液
検
査
に
よ
っ
て
、
胃
が
ん
発
生
の
リ

ス
ク（
危
険
度
）を
A
〜
D
に
4
分
類
す
る
検

査
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
全
戸
配
布
さ
れ
た
『
平
成
26

年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
の
対
象
者
に

は
、
4
月
下
旬
に
通
知
を

発
送
し
ま
す
。対
象
者
は
、

忘
れ
ず
に
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

？

ヘリコバクター・ピロリ菌
抗体検査（ピロリ菌の有無）

（＋）

B群
要精密
検査

C群
要精密
検査

（ー）

A群
精密検査
は不要

D群
要精密
検査

（ー）

（＋）

（
胃
粘
膜
の
萎
縮
度
）

ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査

新
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◆
ど
ん
な
も
の
に
広
告
を
載
せ
て
い

　

る
の
？

・
封
筒
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
印

　
刷
物

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
公
共
施
設
出
入
口
の
足
拭
き
用
マ

　
ッ
ト

・
市
指
定
ご
み
袋　

な
ど

◆
市
の
媒
体
に
広
告
を
掲
載
す
る
メ

　

リ
ッ
ト
は
？

・
Ｐ
Ｒ
し
た
い
対
象
に
合
わ
せ
て
媒

　

体
を
選
べ
る
！
例
え
ば
…

　
①
広
く
大
勢
の
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
た

　
　

い
！

　

↓
市
内
全
世
帯
に
配
布
・
回
覧
す

　
　

る
媒
体

　

②
子
育
て
世
帯
向
け
な
ど
特
定
の

　
　

対
象
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
！

　

↓
配
布
対
象
が
明
確
な
媒
体

　

ま
た
、
実
際
に
広
告
を
掲
載
し
て

い
る
事
業
者
か
ら
は
、
市
の
媒
体
な

の
で
安
心
感
や
信
頼
感
が
あ
る
と
い

う
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
広
告
料
は
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
？

　

広
告
媒
体
に
な
る
印
刷
物
な
ど
の

製
作
費
や
、
各
種
事
業
の
財
源
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
募
集
し
て
い
る
の
？

　

広
告
主
の
募
集
は
、
広
告
媒
体
ご

と
に
、そ
の
都
度
、担
当
課
が
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
や
「
広
報

ふ
じ
」
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
方
法
に
つ
い
て
も
、
詳
し
く
は

そ
ち
ら
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
を
す
る
場
合
の
注
意
点

　

は
？

　

掲
載
に
は
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
て
あ
る
富
士
市
広
告
掲
載
に
関
す

る
指
針
及
び
基
準
を
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。

広
告
媒
体
名

概
要

配
布
方
法

募
集
予
定
時
期

封筒
予
防
接
種
予
診
票
等
郵
送
用
封
筒
生
後
2
か
月
児
の
い
る
世
帯
へ
の

予
防
接
種
予
診
票
の
送
付

郵
送

11
月
下
旬

共
通
封
筒

市
民
の
皆
さ
ん
や
行
政
機
関
な
ど

へ
の
書
類
送
付

2
月
上
旬

児
童
手
当
等
各
種
通
知
用
封
筒

児
童
手
当
な
ど
各
種
通
知
の
送
付

こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
在
中
封

筒

中
学
3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
へ
の
受
給
者
証
の
送
付

パンフレットなど
F フ
ィ

ス

I
L
S
だ
よ
り

富
士
市
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
活

動
な
ど
を
紹
介

公
共
施
設
な
ど
で
配
布
4
月
21
日
〜

5
月
22
日

た
っ
ぷ
り
水
道
情
報
局

水
道
事
業
の
Ｐ
Ｒ

市
内
全
世
帯
配
布

6
月
ご
ろ

（
仮
称
）
下
水
道
情
報
局

公
共
下
水
道
事
業
の
Ｐ
Ｒ

7
月
ご
ろ

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
講
座
等
案

内
冊
子

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
講
座
な
ど

の
案
内

世
帯
回
覧
・
公
共
施
設

な
ど
で
配
布

10
月
下
旬

青
少
年
体
験
交
流
事
業
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど

青
少
年
体
験
交
流
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と

参
加
者
募
集
の
案
内

中
学
校
・
公
共
施
設
な

ど
で
配
布

1
月
下
旬

その他
ふ
じ
く
す
の
木
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
包
装
紙

く
す
の
木
学
園
製
造
の
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
の
包
装
紙

公
共
施
設
な
ど
で
使
用
6
月
上
旬

富
士
市
民
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
市
の
1
年
間
の
予
定
行
事
を
掲
載

し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

市
内
全
世
帯
配
布

7
月
下
旬

広
告
媒
体
名

設
置
・
掲
載
場
所

募
集
予
定
時
期

フ
ィ
ラ
ン
セ
出
入
口
足
拭
き
用
マ
ッ
ト
フ
ィ
ラ
ン
セ
西
館
・
東
館
各
1
階
出
入
口
に
設
置
5
月
15
日
（
木
）
ま
で

市
庁
舎
・
消
防
防
災
庁
舎
出
入
口
足
拭

き
用
マ
ッ
ト

市
庁
舎
出
入
口
（
北
・
西
・
東
・
2
階
）・
消
防
防

災
庁
舎
1
階
出
入
口
に
設
置

1
月
上
旬

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
バ
ナ
ー

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
・
セ
カ
ン
ド
・
富
士
山

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
各
ペ
ー
ジ
に
掲
載

随
時

中
央
病
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
バ
ナ
ー

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載

市
立
図
書
館
雑
誌
の
ス
ポ
ン
サ
ー

配
架
雑
誌
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
雑
誌
を
納
品
し
、

そ
の
雑
誌
カ
バ
ー
に
広
告
を
掲
載

平
成
26
年
度　

募
集
予
定
の
広
告
媒
体
一
覧

【
印
刷
物
】

【
印
刷
物
以
外
の
媒
体
】

　

市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
の
資
産
の
有
効
活
用
、
新
た
な
財
源
の
確
保
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
市
の
発
行
す
る
印
刷
物
な
ど
に
民
間
企
業
な

ど
の
広
告
を
掲
載
し
て
広
告
料
収
入
を
得
る
広
告
掲
載
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

行
政
経
営
課

　

（
55
）2
7
1
9

　

（
53
）6
6
6
9

市
の
資
産
に
　
　
　
　
　を
掲
載
し
て

を
し
ま
せ
ん
か
？

広
告

会
社
の
P
R

会
社
の
P
R
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介
護
保
険
料
を
納
め
る
人

●
65
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保
険
者
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
状
況
な
ど
に
応
じ
た
介
護

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
（
第
2
号
被
保
険

　
者
）

　

加
入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険

な
ど
の
医
療
保
険
ご
と
に
、
医
療
保
険
の
保
険

料
と
合
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
決
ま
り
方

　

介
護
保
険
料
は
、
必
要
と
さ
れ
る
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
と
65
歳
以
上
の
人
数

な
ど
か
ら
「
基
準
額
」
を
算
出
し
、
所
得
な
ど

に
応
じ
て
段
階
的
に
決
ま
り
ま
す
。

　

必
要
な
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
量
や
65
歳
以

上
の
人
数
は
市
区
町
村
ご
と
に
異
な
る
た
め
、

「
基
準
額
」
も
異
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
額

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
3
年
ご

と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
成
24
〜
26
年
度
の

介
護
保
険
料
は
、
基
準
額
で
月
額
4
9
0
0
円

（
年
額
5
万
8
8
0
0
円
）
で
す
。

　

所
得
な
ど
に
応
じ
て
介
護
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
富
士
市
で
は
、

所
得
な
ど
の
少
な
い
人
が
、
少
な
い
負
担
で
済

む
よ
う
に
「
き
め
細
か
い
保
険
料
負
担
段
階
の

設
定
（
14
段
階
・
左
下
表
）」
を
行
い
、
介
護

保
険
料
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
減
免
・
納
付
猶
予
制
度

　

災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
介
護
保

険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、
介
護
保
険

料
の
減
免
や
納
付
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
早
目
に
介
護
保
険
課
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
ら

①
要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
申
請

　

本
人
や
家
族
が
市
に
申
請
を
し
ま
す
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
代
行
し
て
も
ら
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
認
定
調
査
、
主
治
医
意
見
書
の
作
成

　

認
定
調
査
員
が
自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
心
身

の
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

③
審
査
・
判
定

　

認
定
調
査
と
主
治
医
意
見
書
を
も
と
に
、
介

護
認
定
審
査
会
で
審
査
・
判
定
を
行
い
ま
す
。

④
認
定
結
果
の
通
知

　

結
果
を
本
人
に
封
書
で
通
知
し
ま
す
。　

⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

　

心
身
の
状
況
に
応
じ
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
組

み
合
わ
せ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

⑥
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
に
！

　
介
護
保
険
課

　
1（
55
）2
7
6
7

　
5（
51
）0
3
2
1

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
！

介護保険料（平成24～26年度）
※介護保険料は、平成27年度に改定予定です。

　

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
も
な
く
介
護
保
険

料
の
滞
納
が
続
く
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
一
旦
、
全
額
を
自
己
負
担
で
支
払
っ

て
か
ら
介
護
給
付
の
9
割
相
当
分
を
払
い
戻

す
償
還
払
い
の
適
用
や
、
滞
納
期
間
に
応
じ

て
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
1
割
負
担
か
ら
3
割

負
担
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

介
護
保
険

介
護
保
険

み
ん
な
で
支
え
合
う

所得段階 対象区分 基準額に
対する割合

保険料額
（年額）

第 1段階 ・生活保護受給者・市民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者 ×0.50    2万9,400円

第 2段階
本
人
が
市
民
税
非
課
税
者

世
帯
員
全
員
が

市
民
税
非
課
税
者

本人の前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計額が80万円以下の人 ×0.50 2万9,400円

第 3段階
本人の前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計額が80万円超120万
円以下の人

×0.70 4万1,160円

第 4段階 本人の前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計額が120万円超の人 ×0.75 4万4,100円

第 5段階 世
帯
員
に
市

民
税
課
税
者

が
い
る
人

本人の前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計額が80万円以下の人 ×0.83 4万8,804円

第 6段階
（基準額）

本人の前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計額が80万円超の人 5万8,800円

第 7段階

本
人
が
市
民
税
課
税
者

本人の前年の合計所得金額が125万
円未満の人 ×1.08 6万3,504円

第 8段階 本人の前年の合計所得金額が125万
円以上200万円未満の人 ×1.25 7万3,500円

第 9段階 本人の前年の合計所得金額が200万
円以上300万円未満の人 ×1.50 8万8,200円

第10段階 本人の前年の合計所得金額が300万
円以上500万円未満の人 ×1.60 9万4,080円

第11段階 本人の前年の合計所得金額が500万
円以上700万円未満の人 ×1.80 10万5,840円

第12段階 本人の前年の合計所得金額が700万
円以上1,000万円未満の人 ×1.90 11万1,720円

第13段階 本人の前年の合計所得金額が1,000万
円以上1,500万円未満の人 ×2.05 12万  540円

第14段階 本人の前年の合計所得金額が1,500万
円以上の人 ×2.25 13万2,300円

基準額

基準額

基準額

基準額

基準額

基準額

基準額

基準額

基準額

基準額

基準額

基準額

基準額

基準額

　
介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん

が
加
入
者
（
被
保
険
者
）
と
な
っ
て
納
め
た

保
険
料
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
費
用

の
一
部
（
原
則
と
し
て
1
割
）
の
負
担
で
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。
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●
問
い
合
わ
せ
・
研
修
な
ど
の
申
し
込
み

　

〒
4
1
7-

8
6
0
1

　

富
士
市
役
所
保
健
医
療
課

　

1（
55
）2
7
3
9
5（
53
）5
5
8
6

　

Eho-iryou@
div.city.fuji.shizuoka.jp

　
市
は
、
「
地
域
医
療
の
充
実
に
向
け
た
看
護
師
の
確
保
対
策
」
と
し
て
、
昨
年
度
か

ら
看
護
師
と
し
て
の
基
礎
的
知
識
や
技
術
な
ど
を
習
得
・
再
認
識
で
き
る
「
看
護
師
実

務
研
修
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
6
月
か
ら
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
看
護
師
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

看
護
師
実
務
研
修
に

　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

研
修
は
、

 

・ 

土
曜
日
の
午
後

 

・ 

託
児
つ
き

 

・ 

各
回
ご
と
の
選
択
制

　
　
　
　
　
　

  

で
す

○看護師実務研修プログラム○
回 と　き 研修名 研修内容 方法 ところ

① 6月21日 看護師最新情報、
病院見学、医療安全

・看護師を取り巻く環境についての最新情報
・最新医療機器、病院施設見学など
・医療安全対策（事故防止策、発生時の対応など）

講義
見学

中央病院
大会議室

② 7月12日 症状・生体機能
管理技術①

・フィジカルアセスメント（打診、聴診、触診）
・心電図、パルスオキシメーター（SpO2）

講義
実習

市立
看護専門学校

③ 7月26日

④ 8月 2日 症状・生体機能
管理技術②

・静脈血採血（注射針、翼状針と注射器、真空採血）
・末梢採血

講義
実習

⑤ 8月23日 与薬技術① ・注射法（皮内・皮下・筋肉注射）
・薬剤などの管理（毒薬・劇薬・麻薬）

講義
実習

⑥ 9月13日 与薬技術②
・点滴静脈注射（翼状針、静脈留置針）
・点滴管理（薬剤準備、ボトル交換、挿入部の固定、
　輸液量の計算など）
・自動輸液ポンプ、シリンジポンプの使い方

講義
実習

⑦ 10月11日 吸引、カテーテル
などの管理

・口鼻腔の気管吸引　
・導尿　　・膀

ぼう

胱
こう

留置カテーテル
・経管栄養

講義
実習

⑧ 10月25日 救命救急処置技術① ・BLS（B
ベーシック

asic L
ライフ

ife S
サ ポ ー ト

upport　一次救命処置）
・AED

講義
実習

消防防災庁舎

⑨ 11月 8日
救命救急処置技術② ・急変時の対応の基礎知識

・基本的な気管挿管介助・固定法
講義
実習

市立
看護専門学校

⑩ 11月22日

⑪ 12月13日 清潔、
創傷管理技術①

・スキンケア
・創傷のドレッシング、ドレーン管理
・褥

じょく

瘡
そう

の予防
・褥瘡発生時のケア
・ストマケア

講義
実習

⑫ 平成27年
1月10日

創傷管理技術②、
感染防止技術

・糖尿病の基礎知識
・血糖自己測定、インシュリン療法
・フットケア（爪ケア）
・スタンダードプリコーション（感染症予防対策）の実施

講義
実習

看
護
師
の
皆
さ
ん
へ

◇
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
／

　
　

下
記
の
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

　

★
時
間
は
、
全
て
土
曜
日
の
14
〜
17
時

　
※
昨
年
度
と
比
べ
、
⑦
は
新
規
、
①
⑫
は

　
　

改
編
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
対
象
／

　

❶
市
内
在
住
で
、
現
在
、
病
院
・
診
療
所

　
　

に
勤
務
し
て
い
な
い
、
看
護
師
・
准
看

　
　

護
師
資
格
を
持
つ
人
（
潜
在
看
護
師
）

　

❷
市
内
の
民
間
病
院
・
診
療
所
に
勤
務
し

　
　

て
い
る
看
護
師
・
准
看
護
師
な
ど

◇
定
員
／
各
回
20
人

◇
託
児
／
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

◇
受
講
料
（
医
療
材
料
・
資
料
代
含
む
）
／

　
　

①
②
③
⑧
⑨
⑩
は
、
１
回　

5
0
0
円

　
　

④
⑤
⑥
⑦
⑪
⑫
は
、
１
回
1
0
0
0
円

看
護
師
実
務
研
修
の
内
容

◇
申
し
込
み
／

　
　

各
回
研
修
実
施
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
、

　

電
話
ま
た
は
、
受
講
申
込
書
（
保
健
医
療

　

課
で
配
布
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

　

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
保
健

　

医
療
課
へ

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
各
回
ご
と
①
潜

　

在
看
護
師
、
②
昨
年
度
同
じ
研
修
項
目
を

　

希
望
し
た
が
抽
せ
ん
で
受
講
で
き
な
か
っ

　

た
人
、
③
初
め
て
参
加
す
る
人
の
順
に
優

　

先
し
、
抽
せ
ん
し
ま
す
。

※
抽
せ
ん
結
果
は
、
各
回
申
込
締
切
日
か
ら

　

1
週
間
以
内
に
、
封
書
で
連
絡
し
ま
す
。

※②③の「症状・生体機能管理技術①」、⑨⑩の「救命救急処置技術②」は同じ内容を行います。
　それぞれ、どちらか１日を選んでください。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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○
注
文
住
宅
の
場
合
、
上
棟
予
定
日
が
助
成
申

込
日
の
1
か
月
後
か
ら
平
成
27
年
3
月
15
日

ま
で
の
間
で
あ
る
こ
と

申
し
込
み
／
上
棟
予
定
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
、

　

必
要
書
類
（
富
士
市
地
域
材
利
用
推
進
協
議

会
で
配
布
）
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
富
士

　

市
地
域
材
利
用
推
進
協
議
会
ま
た
は
〒
4 

1

　

7 - 
8
6
0
1
富
士
市
役
所
林
政
課
へ

★
補
助
金
交
付
予
定
者
の
決
定

書
類
審
査
後
、
交
付
予
定
者
を
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
申
し
込
み
が
集
中
し
て
先
着
の
判
定

が
難
し
い
場
合
は
、
抽
せ
ん
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

申
し
込
み
が
募
集
棟
数（
40
棟
）に
な
っ
た
時

点
で
締
め
切
り
ま
す
。

受
付
期
間
／
平
成
27
年
2
月
15
日
ま
で

助
成
額
／
1
棟
当
た
り
30
万
円

助
成
棟
数
／
40
棟
（
先
着
順
）

募
集
要
件
／
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
場
合
に
、

　

応
募
で
き
ま
す

○
み
ず
か
ら
居
住
す
る
た
め
に
、
市
内
で
木
造

住
宅
を
取
得（
新
築
・
増
築
な
ど
）す
る
こ
と

○
木
材
総
使
用
量
の
う
ち
、30
％
以
上
が
市
内
、

　

ま
た
は
富
士
宮
市
内
で
生
産
さ
れ
た
「
富
士

地
域
材
」
で
あ
る
こ
と

○
使
用
す
る
「
富
士
地
域
材
」
は
全
て
「
し
ず

お
か
優
良
木
材
認
証
製
品
」
で
あ
り
、
市
内

で
木
材
業
を
営
む
業
者
が
製
材
し
た
も
の
。

施
工
は
市
内
で
営
業
す
る
建
築
士
、
大
工
、

工
務
店
な
ど
が
行
う
こ
と

○
延
べ
床
面
積
が
、
80
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で

あ
る
こ
と

富
士
ヒ
ノ
キ
の
家（
富
士
地
域
材
使
用
住
宅
）

取
得
費
補
助
事
業
の
内
容

市
は
、
品
質
・
性
能
確
か
な
「
富
士
地
域
材
」（
富
士
ヒ
ノ
キ

な
ど
）
を
使
っ
た
木
造
住
宅
の
建
築
に
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
地
元
産
の
富
士
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た
家
に
住
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　
四
季
の
森
の
手
入
れ
や
収
穫
な
ど
を

体
験
し
て
、杣
人（
森
林
整
備
を
生
業
に

す
る
人
）の
生
活
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
7
月
〜
平
成
27
年
2
月

　

計
3
回

　

※
途
中
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
／
市
有
林
、
丸
火
自
然
公
園
な
ど

内
容
／
間
伐
や
枝
打
ち
な
ど
の
森
林
施

業
の
体
験
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
な

ど
を
親
子
で
体
験

対
象
／
市
内
在
住
の
親
子
（
子
ど
も
は

原
則
小
学
生
以
上
）

定
員
／
親
子
50
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
抽
せ
ん
）

参
加
費
／
子
ど
も　

無
料

　
　
　
　

親　

1
人
2
0
0
0
円

申
し
込
み
／
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

直
接
ま
た
は
電
話
で
林
政
課
へ

富
士
ヒ
ノ
キ住

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

の
家
に

紹
体

介
験

ツリーマスタークライミング

シイタケの菌打ち 自然観察

森づくり体験学習

杣
そ ま

人
び と

の四季
参加親子を募集

間伐・枝打ち

林
政
課
（
市
庁
舎
5
階
）
　
☎（
55
）
2
7
8
3
　
5（
51
）
1
9
9
7

富
士
ヒ
ノ
キ
に
つ
い
て
は
、
富
士
市
地
域
材
利
用
推
進
協
議
会
（
富
士
市
森
林
組
合
内
）

〒
4
1
7-

0
8
0
1　

大
淵
6
9
7
9-

5　

1
・
5 （
35
）5
3
3
9
　
で
も
受
け
付
け
ま
す

問い
合 わ せ
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▲▲▲■
利
子
補
給
期
間
／

　

10
〜
35
年
の
返
済
期
間
の
う
ち
、
最

　

初
の
10
年

■
利
子
補
給
率
／

　

ろ
う
き
ん
固
定
金
利
選
択
型
10
年
の

　

住
宅
ロ
ー
ン
金
利
に
対
し
0
・
3
％

■
利
子
補
給
対
象
額
／

　

1
戸
に
つ
き
最
高
1
0
0
0
万
円

※
利
子
補
給
期
間
終
了
後
は
、
ろ
う
き

　

ん
住
宅
ロ
ー
ン
の
固
定
金
利
選
択
型

　

 

（
3
・
5
・
10
年
）
ま
た
は
、
変
動

   

金
利
型
に
切
り
か
え
に
な
り
ま
す
。

★
受
け
付
け
は
募
集
枠
に
達
し
次
第
終

　

了
し
ま
す
。

○
市
内
に
自
分
が
住
む
住
宅
を
新
築
・

　

増
改
築
す
る
か
、
土
地
・
建
物
を
購

　

入
す
る
人

○
土
地
の
み
を
購
入
す
る
場
合
は
、
富
士

　

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
か
、
市
内
の
事

　

業
所
に
5
年
以
上
勤
め
て
い
る
人

○
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

○
ろ
う
き
ん
が
指
定
す
る
保
証
機
関
の

　

保
証
を
受
け
ら
れ
る
人

◆
住
宅
の
建
築
面
積
／

　

50
〜
2
8
0
平
方
メ
ー
ト
ル

※
店
舗
・
事
務
所
を
併
用
す
る
場
合
は
、

　

店
舗
・
事
務
所
部
分
が
全
体
の
2
分

　

の
1
を
超
え
な
い
こ
と
。

◆
担
保
／

　

そ
の
不
動
産
を
担
保
と
し
、
第
1
順

　

位
の
抵
当
権
を
設
定

◆
保
証
人
／

　

原
則
と
し
て
必
要
あ
り
ま
せ
ん

★
ほ
か
に
も
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

富
士
市
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

富
士
市
勤
労
者
教
育
資
金
利
子
補
給
制
度

貸
し
付
け
の
条
件

利
用
で
き
る
人

　
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
）

住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
を
補
給

教
育
ロ
ー
ン
の
利
子
を
補
給

　

市
は
、
勤
労
者
の
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
の
援
助
資
金
と
し
て
、
静
岡
県
労
働
金
庫（
ろ

う
き
ん
）か
ら
住
宅
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
た
場
合
、利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

■
利
子
補
給
期
間
／
最
初
の
5
年
以
内
（
据
置
期
間
を
除
く
）

■
利
子
補
給
率
／
0
・
8
％

■
利
子
補
給
対
象
額
／
1
人
に
つ
き
最
高
3
0
0
万
円

○
富
士
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い

　

る
人
（
住
民
票
の
写
し
の
提
出
が
必
要
）

○
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人
（
市
税
完
納
証
明
書
の
提
出
が
必
要
）

○
本
人
ま
た
は
そ
の
2
親
等
以
内
の
親
族
が
、
大
学
等（
※
）に
進
学

　

す
る
か
現
在
大
学
等
に
在
学
し
て
い
る
人

○
前
年
の
所
得
金
額
が
1
0
0
0
万
円
以
下
の
人

○
ろ
う
き
ん
が
指
定
す
る
保
証
機
関
の
保
証
が
受
け
ら
れ
る
人
で
、

　

ろ
う
き
ん
教
育
ロ
ー
ン
の
審
査
基
準
を
満
た
し
て
い
る
人

※
大
学
等
…
大
学
、
大
学
院
、
短
期

　

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

　

校
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
、

　

専
門
学
校
、
6
か
月
以
上
の
外
国

　

留
学
な
ど
。

※
そ
の
ほ
か
必
要
書
類
な
ど
が
あ
り

　

ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー

と
き
／
5
月
25
日（
日
）

　

10
〜
12
時
、
　

14
〜
16
時

と
こ
ろ
／
ろ
う
き
ん
富
士
支
店

定
員
／
各
40
人
（
応
募
者
多
数
の

　

場
合
、
調
整
あ
り
）

申
し
込
み
／
5
月
20
日（
火
）ま
で

　

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ

　

ク
ス
で
商
業
労
政
課
へ

※
当
日
、「
ろ
う
き
ん
ふ
も
と
会
現

　

場
見
学
会
」も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
資
金

借
り
入
れ
の

利
子
を
補
給

■
利
子
補
給
期
間
／

　
　

最
初
の
5
年
以
内

■
利
子
補
給
率
／

　
　

1
・
0
％

■
利
子
補
給
対
象
額
／　
　

　
　

1
件
に
つ
き

　
　

最
高
2
0
0
万
円

※
対
象
に
な
る
費
用
の
条
件
及

　

び
そ
の
ほ
か
必
要
書
類
な
ど

　

が
あ
り
ま
す
。

富
士
市
勤
労
者
く
ら
し
の
資

金
利
子
補
給
制
度

静
岡
県
労
働
金
庫
富
士
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

1（
52
）8
3
3
3

月
〜
金
曜
日　

9
〜
15
時（
水
曜
日
は
17
〜
19
時
も
受
け
付
け
）

土
・
日
曜
日
（
要
予
約
） 

9
〜
12
時
、
13
〜
16
時

※
祝
休
日
、
年
末
年
始
は
除
く
（
そ
の
ほ
か
、
臨
時
休
業
あ
り
）。

無料

　

市
は
、「
教
育
」
と
「
生
活
の
安
定
及
び
改
善
」
に
関
す
る
勤
労
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度

と
し
て
、
こ
と
し
4
月
か
ら
新
た
な
利
子
補
給
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

※
新
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
従
来
の
「
富
士
市
勤
労
者
教
育
資
金
貸
付
制
度
」
と
「
富
士
市
く
ら
し
の
資

　
金
貸
付
制
度
」
は
申
込
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

教
育
資
金
・
く
ら
し
の
資
金
も
利
子
補
給
制
度
に 

利
用
で
き
る
人　
（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
）

問
い
合
わ
せ　
　

商
業
労
政
課　

1（
55
）2
7
7
8 　

5（
51
）1
9
9
7

利
子
補
給
の
対
象
に
な
る
融
資
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
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市
議
会
2
月
定
例
会
で
、
森
田
正
郁
氏

の
副
市
長
へ
の
就
任
が
全
会
一
致
で
決
ま

り
ま
し
た
。
任
期
は
、
4
月
1
日
か
ら
4

年
間
で
す
。

　
副
市
長
は
、
市
長
の
補
佐
、
職
員
の
担

任
す
る
事
務
の
監
督
、
市
長
の
職
務
代
理

な
ど
の
職
務
に
加
え
、
政
策
の
執
行
に
当

た
り
ま
す
。

     3月のできごと

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
農
産
物
や
雑

貨
な
ど
を
積
ん
で
販
売
す
る
「
軽
ト
ラ

市
」
が
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
70
台
の
荷

台
に
は
、
新
鮮
な
野
菜
、
水
産
物
の
ほ

か
、
手
づ
く
り
の
菓
子
や
小
物
も
並
び

ま
し
た
。
ま
た
、
富
士
第
一
小
学
校
の

児
童
が
、
自
分
た
ち
で
作
詞
し
た
「
富

士
山
の
歌
」
を
披
露
し
た
り
、
マ
グ
ロ

の
解
体
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
り
し
て
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
興
味
深
く
商
品
を
見
な

が
ら
店
主
と
会
話
を
し
て
、
買
い
物
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲多くの買い物客が集まった野菜の販売

富士本町通りに軽トラックが集結

富
士
本
町
「
軽
ト
ラ
市
」

3
月
2
日
　
富
士
本
町
通
り

東
日
本
大
震
災
追
悼
・
復
興
の
集
い

3
月
8
日
　
吉
永
第
一
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
追
悼

と
、
被
災
地
の
復
興
を
願
う
イ
ベ
ン
ト

が
吉
永
地
区
各
種
団
体
連
絡
協
議
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
約
4
0
0
0
本
の
竹
か

ぐ
や（
竹
灯と
う

籠ろ
う

）が
設
置
さ
れ
、
集
ま
っ

た
地
区
住
民
が
一
つ
一
つ
に
明
か
り
を

と
も
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
員
で
黙も
く

祷と
う

を
さ
さ
げ
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
祈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
と

土
石
流
の
被
害
に
遭
っ
た
伊
豆
大
島
へ

の
義
援
金
と
し
て
、
住
民
か
ら
心
の
込

も
っ
た
寄
附
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

竹かぐやの灯
あか

りで被災地の復興を祈念

▲灯籠に点灯する親子
◀グラウンドに描かれたメッセージ

新
副
市
長

　
　
　  

紹
介

森も
り

田た

　
正ま

さ

郁ふ
み

　
副
市
長

　

昭
和
56
年
4
月
、
富
士
市
役
所
に
奉
職

し
て
以
来
、
市
立
吉
原
商
業
高
校
（
現
富

士
市
立
高
校
）
事
務
長
、
財
政
部
財
政
課

長
、
市
民
部
長
、
上
下
水
道
部
長
な
ど
を

歴
任
。
56
歳
。　
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お 知 ら せ

済

済

済

済

新
規
募
集
予
定
区
画

募
集
が
終
了
し
た
区
画

富
士
市
森
林
墓
園
使
用
者
募
集

■
募
集
墓
所
数
（
予
定
）

普
通
墓
所
62
区
画
・
芝
生
墓
所
32
区
画

■
応
募
資
格

平
成
25
年
5
月
7
日
以
前
か
ら
市
内
に

在
住
し
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

■
使
用
料

1
区
画
50
万
円
（
一
括
払
い
込
み
）

■
管
理
料

普
通
墓
所
／
年
額　

5
2
5
0
円
（
税
込
み
）

芝
生
墓
所
／
年
額　

6
3
0
0
円
（
税
込
み
）

■
申
し
込
み

5
月
7
〜
16
日
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
の
9
〜
17
時
に
、
①

墓
所
使
用
申
込
書
（
環
境
総
務
課
で
配
布
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、②
申
込
者
の
住
所
・
世
帯
全
員
の
氏
名

が
確
認
で
き
、
本
籍
・
続
柄
が
わ
か
る
住
民
票
の
写
し
1
通
、

③
認
め
印
、
④
焼
骨
の
あ
る
人
は
、
火
葬
済
証
明
書
な
ど
の
写

し
を
持
参
し
、
直
接
環
境
総
務
課
（
市
役
所
10
階
）
へ

※
事
前
に
、「
募
集
案
内
書
」（
環
境
総
務
課
で
配
布
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
む
人
は
、
事
前
に
現
地
（
桑
崎
9
9
1-

11
）を
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
か
ら
使
用
可
能
ま
で
約
1
か
月
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
総
務
課　

1（
55
）2
7
6
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5（
51
）0
5
2
2

全
5
0
0
0
区
画
の
う
ち
、
今
後
新
規
募
集
を
す
る
墓
所
数
は

残
り
1
6
7
区
画
で
す
。

「看護の日」特別講演会

市立看護専門学校　164-3131
「看護の日」を記念して講演会を
行います。
と　き／ 5月14日d　13:30～15:00
ところ／市立看護専門学校講堂兼体
育館
テーマ／「命のベクトルにマイナス
はない～患者の立場から～」
講　師／三浦倫

のり

子
こ

さん
対　象／看護に関心のある人
受講料／無料（当日直接会場へ）

新型インフルエンザ等対策 
行動計画を作成しました

保健医療課　155-2739
計画の構成／
●新型インフルエンザなどの対策
に関する基本方針
●各発生段階における対策　など
市民や事業者の皆さんにお願いする
こと／
●マスク着用、せきエチケット、
手洗い、うがい、人混みを避け
るなどの基本的な感染防止対策
の実施
●食料品、生活必需品の「買い占
め」などを行わないこと　など

※計画の内容など詳しくは、市ウェ
ブサイトをごらんください。

市庁舎屋上「ふじさんてらす
M
ミ エ ル ラ

ierula」の一般開放の予定について
管財課　155-2723

地上40メートルからの眺望を楽し
める市庁舎屋上の愛称が、「ふじさん
てらすM

ミ エ ル ラ

ierula」に決定しました。
下記の日程で開放しています。
開放日時／9:00～16:00
①平日　月～金曜日
②休日開庁日　毎月第 1日曜日（ 1
月は除く）と 3月の最終日曜日

③土・日曜日、祝休日の特定日　
4月29日c、 5月 3日g・ 5日
b・ 6日c　

※今後も特定日の開放をふやしてい
く予定です。
詳しくは、
市ウェブサ
イトをごら
んください。

浮島ヶ原自然公園自然観察会

環境保全課　155-2773
と　き／ 5月24日g　9:00～
ところ／浮島ヶ原自然公園
内　容／園内に自生する植物の観察
定　員／30人（先着順）
参加料／無料
申し込み・問い合わせ／ 5月8～14
日の9:00～17:00に、直接または電
話で環境保全課へ

平成26年度　富士市青少年体験交流事業 
キズナ無限∞の島　PR展示会

社会教育課　155-2873
今年度初めて実施する事業の内容

や研修先の様子について、パネルな
どで紹介します。
と　き／ 5月 1～30日（中央図書館
休館日は除く）　9:00～17:00

ところ／中央図書館 1階エントラン
スホール

展示内容／
●「キズナ無限∞の島」事業関連
●気仙沼大島関連
●東日本大震災（宮城県気仙沼市
の様子）関連

ロゼこどもサマーフェスティバル 
ロゼこどもコンサート

ロゼシアター　160-2500
と　き／ 8月 6日d  
①11:00～12:00（ 0歳から入場可）
②14:00～15:00（ 3歳から入場可）
ところ／ロゼシアター中ホール
入場料／全席指定500円（ 3歳未満無料）
申し込み／ロゼシアターウェブサイ
ト　 5月15日e　10:00～ 
チケット窓口　5月16日f 10:00～ 
 Bhttp://rose-theatre.jp

気仙沼大島

済
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募 　 集
博物館まつり 

～富士山とバラを楽しもう～

市立博物館　121-3380
と　き／ 5月18日a　10:00～14:30
※雨天決行。
ところ／市立博物館、広見公園ふる
さと村ほか
内　容／
●博物館無料開放
●展示・施設案内
●探検ラリー
●各団体の作品の展示・販売、フ
リーマーケット、飲食物の販売
●各種クラフト・アマチュア無線
●動物ふれあいコーナー
●紙芝居
●おんがく会　など

献血にご協力を

福祉総務課　155-2757
5月の献血
日 場　　所 時　間
1日e 市役所駐車場

9:30～16:00
（昼休み12:00～13:15）11日a

ジャンボエンチョー
富士店駐車場

15日e 市役所駐車場
24日g ふじさんめっせ

（富士のふもとの
大博覧会 2014）

10:00～16:00
（昼休み12:00～13:15）25日a

ストレス相談（無料） 
～抱えている悩み　話してみませんか～

健康対策課　164-8993
と　き／ 5月15日e、 6月 3日c・19
日e、 7月17日e　各13:00～16:00
ところ／フィランセ相談室
内　容／臨床心理士による相談（ 1
人50分程度）
※思春期のこころの相談にも応じます。
申し込み／事前に、電話で健康対策
課へ（18歳未満の人は母子保健担
当　164-8994へ）
※心療内科・精神科の治療を受けて
いる人は相談できません。

中央図書館　151-4946
日 場所と貸し出し開始時刻

1・15日e
滝戸団地内（14:00）
岩本山団地集会所前（15:00）

2・16日f

セブン-イレブン中里店駐車場（10:00）
マックスバリュ富士江尾店駐車場（11:00）
加島の郷（ 2日の14:15のみ）
四丁河原南公会堂駐車場（15:00）

8・22日e 歴史民俗資料館駐車場（15:00）

10・24日g
富士信用金庫中丸支店駐車場（10:00）
ききょうの郷駐車場（10日の14:00のみ）
富士南まちづくりセンター（15:00）

17日g
鈴川中町フードランド前（10:00）
松野まちづくりセンター（14:00）

20日c
ハックドラッグ川成島店第 2駐車場（14:00）
JA富士市竪堀支店駐車場（15:00）

21日d 富士見台市営住宅集会所前（15:00）

28日d 青葉台まちづくりセンター（15:00）

休館日／7・12・19・23・26日
※都合により中止・変更する場合があります。

移動図書館車ふじ号の巡回日程5月

男女共同参画審議会市民委員

多文化・男女共同参画課　155-2724
任　期／ 7月 1日から 2年間
応募資格／市内在住・在勤の18歳以
上の人（高校生は除く）
定　員／ 3人（小論文・面接選考）
報　酬／ 1回につき7,000円
申し込み／ 5月30日f（必着）まで
に、応募用紙（多文化・男女共同
参画課、男女共同参画センターで
配布、市ウェブサイトでダウンロ
ード可）に必要事項を記入し、小
論文（課題「男女が共に能力を発
揮できる活力ある社会をつくるに
は」800字以内）を添えて、郵送ま
たはFAX・Eメールで、〒417-8601　
富士市役所多文化・男女共同参画
課へ 555-2864 
 Esi-danjo@div.city.fuji.shizuoka.jp

勤労通信学園　富士学習会

社会教育課　155-2873
と　き／ 5月～平成27年 2月の毎週
水曜日　19:00～21:00　計36回　
開講式　 5月14日d

ところ／吉原まちづくりセンター
内　容／数学・理科・英語の学習、
高校卒業資格取得のための学習内
容への適切な指導・助言など
※学習日は 1か月 4回。
対　象／市内在住で通信制の高校に
在学する生徒
定　員／20人程度
会　費／年間1,000円（親睦会費）
申し込み／随時受け付けています。
電話で社会教育課へ

富士市スポーツ推進審議会委員

スポーツ振興課　155-2722
任　期／ 8月 1日～平成28年 7月31
日（会議は平日の夜。年度 3回程
度）
応募資格／市内在住の満18歳以上で
スポーツに関心のある人
定　員／ 2人（書類選考）
報　酬／ 1回につき7,000円
申し込み／ 5月21日d（消印有効）
までに、応募用紙（スポーツ振興
課で配布、市ウェブサイトでダウ
ンロード可）に必要事項を記入し、
スポーツに関する意見（400字程度） 
を添えて、直接または郵送・FAX
・Ｅメールで、〒417-8601　富士
市教育委員会スポーツ振興課へ 
 557-0177 
 Eky-sports@div.city.fuji.shizuoka.jp

S
エス

- 1
ワン

★チャレンジ 
楽しみながら☆いろんなスポーツを体験

スポーツ振興課　153-6045
と　き／ 6月 5日～ 7月24日　毎週
木曜日　10:00～11:30　計 8回
対　象／子育て中の人や中高年で運
動が必要な人、スポーツを始めた
い人
内　容／バドミントン、ソフトテニ
ス、剣道、バスケットボール、ダー
ツ、空手、ボウリング、弓道など

ところ／市立富士体育館、富士総合
運動公園庭球場・弓道場、ラウン
ドワン富士店
定　員／40人（応募者多数の場合抽せん）
参加料／3,000円（保険料・施設使用
料を含む）
※託児希望者は5,000円。
申し込み／ 5月22日e（必着）まで
に、往復はがきまたはＥメールに
住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、性別、電話番
号、託児希望者は子どもの氏

ふり

名
が な

・
生年月日を記入し、〒417-8601　
富士市体育協会事務局へ 
 Esport@fuji-taikyo.jp

おわびと訂正
広報ふじ 4月 5日号14ページ掲
載の「看護職員修学資金貸与事業」
の記事中に誤りがありました。お
わびするとともに訂正します。
連帯保証人
誤） 1人 → 正） 2人
保健医療課　155-2739
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講座・教室

募 　 集

禁煙講座（無料）

健康対策課　164-8993
と　き／ 5月30日f　10:00～11:30
ところ／フィランセ西館 3階会議室 1
内　容／禁煙体験者の話、呼気中の
一酸化炭素濃度や肺年齢の測定な
ど
対　象／禁煙を希望する人
申し込み／ 5月26日bまでの8:30～
17:15に、電話で健康対策課へ

日
に
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ILS 164-6400　564-6404 
 Efils@div.city.fuji.shizuoka.jp
※駐
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車
し ゃ

場
じょう

に限
かぎ

りがあるため、できる
だけ乗

の

り合
あ

わせるか、公
こう

共
きょう

交
こ う

通
つ う

機
き

関
か ん

をご利
り

用
よ う

ください。

市税徴収嘱託員

収納課　155-2730
募集人数／ 1人
仕事内容／在宅時間に合わせて納税
者の自宅を訪問し、滞納市税の徴
収、納税の勧奨を行う
応募資格／原動機付自転車の運転免
許証を所有する人
賃　金／月額 7万円（別途能率報酬
あり）
雇用期間／ 7月 1日～平成27年 3月
31日（更新あり）
申し込み／ 5月16日fまで受け付け
ます。詳しくは、収納課へ
※書類・面接選考により採用します。

4月から遺族基礎年金、未支給年金を 
請求できる対象者が拡大されました

●遺族基礎年金
国民年金に加入していた人が亡くなった場合、死亡した人によって生

計を維持されていた「子のある妻」または「子」のほか、妻が亡くなっ
た場合に、「子のある夫」にも遺族基礎年金が支給されるようになりまし
た。
●未支給年金
未支給年金（死亡した年金受給者が受け取るはずであった未払いの年

金）を請求できる遺族が、生計を同じくしていた「配偶者、子、父母、孫、
祖父母または兄弟姉妹」のほか、「それ以外の 3親等内の親族（おい・めい、
おじ・おば、子の配偶者など）」まで広がりました。
※どちらも、平成26年 4月 1日以後の死亡が対象です。このほかにも、
改正された年金制度があります。詳しくは、日本年金機構ウェブサイ
トをごらんください。

手続・問い合わせ／国保年金課　155-2755 
日本年金機構富士年金事務所  161-1901　Bhttp://www.nenkin.go.jp 

富士マリンプール　アルバイト

りぷす富士（富士マリンプール）　133-3400
雇用期間／ 6月21日～ 9月12日
内　容／①監視員・受付・清掃員　
②売店販売員　③看護師

対　象／①②高校生以上の健康な男
女で、1か月以上勤務できる人（高
校生は学校及び保護者の許可書が
必要）　③看護師免許を有する人

賃　金／①②時給760～900円　 
③時給1,200円

申し込み／申込用紙（市立富士体育館
・温水プール・市立富士川体育館ほ
かで配布）に必要事項を記入し、電
話連絡後、直接富士マリンプールへ
※ 5月 6日cまでは、温水プール
（136-2131）にご連絡ください。

小学生・中学生 
招待コンサート一般入場者

ロゼシアター　160-2500
①中学生招待： 6月30日b　 
午前の部　10:00～　 
午後の部　13:30～
②小学生招待： 7月 3日e　10:00～11:10
ところ／ロゼシアター大ホール
出　演／①新日本フィルハーモニー
交響楽団　②静岡交響楽団

定　員／各80人（先着順）
入場料／各500円（ 2階席一部）
申し込み／
◆ロゼシアターウェブサイト　 
5月 8日e　10:00～　

◆チケット窓口　 
5月 9日f　10:00～ 
 Bhttp://rose-theatre.jp

個人参加公共施設 
見学参加者（無料）

広報広聴課　155-2736
コース
市役所→東部浄化センター→まつぼ
っくり（障害者就労支援施設）→コ
ミュニティｆ（見学・昼食）→市立
看護専門学校→中央公園（バラ園見
学）→市役所
と　き／ 5月27日c　9:30～15:20
対　象／市内在住・在勤の人
定　員／20人（応募者多数の場合、
初めての人を優先し、抽せん）
申し込み／ 5月 7日dの19:00（必着） 
までに、電話またはFAXに参加す
る人の住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、電話番
号（ 1回につき 2人まで申し込み
可）、今までの参加の有無、「 5月
27日見学希望」を記入し、おしえ
てコールふじ「公共施設見学」係
へ 153-1111　551-0623

日曜・夜間納税相談
5月 4日A 9:00～16:00
5月15日E 17:15～19:00

収納課　155-2730

5  月  の  納  期
自動車税　 5月15日～ 6月 2日
静岡県富士財務事務所　165-2118

軽自動車税　 5月15日～ 6月 2日
富士市役所収納課　155-2730
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富士警察署管内事件・事故
空き巣、忍び込みの被害を防止するた

め、外出時、就寝時には、必ず戸締りを
確認し、補助ロックなどを活用しましょう。
事件情報 　〈 2月末現在〉

年間累計 昨年比
全刑法犯罪 250件  - 90件
忍び込み 10件  - 14件
空き巣 3件  - 13件
自転車盗 37件  - 23件
事故情報 〈 3月末現在〉

年間累計 昨年比
件　数 597件  - 35件
死　者 4件  + 3件
負傷者 774件  - 68件
安全を つなげて広げて 事故ゼロへ

★不動産無料相談会
と　き／5月28日d 13:30～15:00
ところ／ロゼシアター第 3会議室
申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／（公社）全日本不動
産協会静岡県本部 
 1054-285-1208

★平成26・27年度河川愛護モニター 
～川をきれいに～
富士川及び笛吹川などを優しく見

守っていただける人を募集します。
任　期／ 7月 1日～平成28年 6月
30日の 2年間
定　員／管理区間内で 7人（応募
者多数の場合は選考）
応募資格／山梨県もしくは静岡県
に在住（河川からおおむね 5キ
ロメートル以内）し、20歳以上
の人
※月1回の活動報告などが必要です。
募集期間／ 5月16日fまで
※応募方法など詳しくは、国土交
通省甲府河川国道事務所河川管
理課河川愛護モニター担当にお
問い合わせください。 
 1055-252-8888

市民れんらく版

♪かやぶき農家の癒
い や

しのおんがく会 
 in 旧稲垣家住宅♬

博物館では、県指定文化財の旧稲垣家住宅で、和洋さまざまなジャンルの音
楽会を開催します。
と　き／平成27年 3月までの原則毎月第 3日曜日（ 8月は除く）　13:30～15:30
（ 5月は11:00～13:00、9月は18:00～20:00）　※雨天決行（警報発令時は除く）。
ところ／広見公園内旧稲垣家住宅　入場料／無料（当日直接会場へ）

と　　き 演　　目　（予　定）
4月20日a フルートオーケストラ
5月18日a クラリネットアンサンブル
6月15日a 水無月を奏

かな

でる～みんなで歌いましょう

7月20日a
アコースティックコンサート
シンセトランペット・パーカッション・キーボード

9月21日a 影絵の世界
10月19日a 楽しくクラシック
11月16日a ハンドベルコンサート＆洋楽アンサンブル
12月21日a リコーダーアンサンブルほか

平成27年 1月18日a コカリナコンサート
2月15日a 邦楽コンサート（箏

こと

、三味線、尺八など）
3月22日a 吹奏楽コンサート

※日程と演目は都合により変更になる場合があります。

市立博物館　121-3380

運営ボランティア募集中
音楽会のスタッフとして年
間を通して参加する人を随時
募集しています。
内　容／会場設営、片づけ、
受付、場内整理など
対　象／アンサンブルや民俗
音楽などに興味があり、原
則毎回参加できる人
申し込み／直接または電話・
Eメールで市立博物館へ 
 Emuseum@div.city.fuji.shizuoka.jp

旧稲垣家住宅

5月の市役所休日開庁日
開庁日／ 5月 4日a 9:00～16:00
開庁窓口／★市民課（155-2747）
★収納課（155-2730）
★国保年金課（155-2751）

子育て支援講座 
広げてみませんか？ママ友のW

ワ

A！

子育て支援課　155-2763
と　き／ 5月19・26日、 6月 2・ 9・16
・23日の各月曜日 10:00～12:00　計 6回

ところ／フィランセ東館 4階育児研修室
講　師／望月由

ゆ

妃
き

子
こ

さん（心理発達相談員）
対　象／ 1～ 3歳の子どもを育てて
いる母親で、全日程参加できる人

定　員／12人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／無料
申し込み／ 5月 1～ 9日（土・日曜
日、祝休日は除く）の8:30～17:15
に、電話で子育て支援課へ

※託児あり（申し込み時に要予約）。

富士川ふれあいホール 
生活文化事業

りぷす富士（富士川ふれあいホール）　181-2333
①リトミック
と　き／ 5月23日～6月27日の毎週
金曜日　A 10:00～10:45　B11:00
～11:45　各計 6回

対　象／平成22年6月～平成24年 6
月生まれの幼児とその保護者（幼
児 1人につき保護者 1人）
定　員／各10組20人（応募者多数の
場合抽せん）
受講料／4,000円（保険料含む）
②“もう一度”ギター
と　き／ 5月23日～7月25日の毎週
金曜日　19:00～20:30　計10回
対　象／一般
※クラシック・ギターが対象です。
ギターを持参してください。
※初心者も受講可能です。
定　員／15人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／5,000円

‥‥①②とも‥‥
ところ／富士川ふれあいホール
受付日／ 5月 7～14日
※申込方法など詳しくは、りぷす富
士ウェブサイトをごらんになるか、 
富士川ふれあいホールにお問い合
わせください。 
 Bhttp://www.fuji-kousya.jp
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土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは

16
金

3 歳児健診★

17
土

富士市総合文化祭　富士川会場（富士川ふれあいホ
ール）～18日

18
日

富士市水防訓練（かりがね堤）
博物館まつり（市立博物館、広見公園ふるさと村ほか）→P13
麻薬・覚せい剤撲滅の日

19
月

離乳食講習会・ぱくぱく期★
ロゼシアター臨時休館日
食育の日

20
火

すくすく赤ちゃん講座★
不動産に関する相談●

21
水

結婚相談★
お母さんお父さん教室★

22
木

1 歳 6 か月児健診★
人権相談●

23
金

3 歳児健診★
行政相談●
ふじのくに地産地消の日

24
土

富士のふもとの大博覧会2014（ふじさんめっせ）～25日　　
富士市オープンガーデン公開～25日
リサイクル青空市（富士総合運動公園）　　献血～25日→P13

25
日

結婚相談★

26
月

夜間納税相談●

27
火

普通救命講習■
すくすく赤ちゃん講座★
労務相談●

28
水

結婚相談★
離乳食講習会・ごっくん期★

29
木

1 歳 6 か月児健診★

30
金

3 歳児健診★

31
土

認知症サポーター養成講座★
禁煙週間～ 6月 6日

［世界禁煙デー］
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暮らしの
　　カレンダー
5月  MAY

［皐月］ 春のテーマ展から
「河
かわ

井
い

橋
ばし

富士」

5月の

1
木

滝川浅間神社祭典（原田）
富士市青少年体験交流事業「キズナ無限∞の島」PR展
示会（中央図書館）～30日→ P12
献血●→P13　　　人権相談★

2
金

米之宮浅間神社祭典（本市場）
今宮浅間神社大祭
 ［八十八夜］

3
土

三日市浅間神社祭典（浅間本町）

 ［憲法記念日］
4
日

日吉浅間神社祭典（今泉 8）
市民課など窓口開設●→P15
日曜納税相談●→P14 ［みどりの日］

5
月

児童福祉週間～11日

 ［こどもの日］［立夏］
6
火  ［振替休日］
7
水

森林墓園使用者申込受付●～16日→Ｐ12
結婚相談★

8
木

1 歳 6 か月児健診★
人権相談●

9
金

3 歳児健診★　
行政相談●

10
土

愛鳥週間～16日

11
日

富士ばらまつり（中央公園）
わんぱく相撲富士場所（富士総合運動公園）
駅南福祉フェスティバル（富士駅南まちづくりセンター）　　　　　
献血→P13　　結婚相談★ ［母の日］

12
月

離乳食講習会・ごっくん期★

 ［看護の日］
13
火

普通救命講習■
まちの保健室●
すくすく赤ちゃん講座★　　労務相談●

14
水

市立看護専門学校戴
たい

帽式
「看護の日」特別公開講演会（市立看護専門学校）→P12
結婚相談★　　離乳食講習会・かみかみ期★
お母さんお父さん教室★

15
木

献血●→P13　　夜間納税相談●→P14
1 歳 6 か月児健診★　　人権相談★
子どもの安全を守る市民行動の日

●春のテーマ展「富士山×絵葉
は
書
がき
～平川コレク

ションにみる富士の姿～」 ～ 6 月22日
●博物館の日 4 日
●陶芸歳時器 10日
●陶芸室自由開放日 11日
●癒
いや
しのおんがく会 18日

※休館日 7・8・12・19・26日

　春らんまん、期待と不安を胸に新
たなスタートを踏み出した人も多いと
思います。私も今回の人事異動で編
集室のメンバーになったピカピカ（頭
も）の1年生ですが、市民の皆さん
に正確で、わかりやすい情報をお届
けできるよう頑張ります。（編集長）

　4月から編集室の一員になりました。
これからいろいろなことを吸収し、
より多くの人に伝わるように情報発信
していきたいと思います。(AdC)
　新たに編集室の一員になりました。
今の新鮮な気持ちを忘れずに頑張り
ます。よろしくお願いします。（Ｏ）

●水防月間
●消費者月間
●赤十字社員増強月間
●春の農作業安全月間
●光化学オキシダント監視強化
期間（～9月）

ウェブサイトhttp://fujishi.jp　※モバイルサイト・t
ツ イ ッ タ ー
witter・F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook・Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeでも情報発信中。
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人　口　258,639人   （前月比－ 116 ）
　　男　127,802人   （－106）　
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世　帯　100,001世帯（ + 28） 3月 1 日現在
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